
２０１７年  ３月  ５日 ≪ 誕 生 祝 福 式 ≫ 

 主 日 礼 拝  

①８時半～    ②１０時半～   ③夜７時～ 

 司  会  ①石井師   ②石井 秀人兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師   ②小山 美枝子姉 ③石井師 

賛  美  聖歌５９３番 ＆「主は道を造られる」 

ヤベツの祈り 

聖  書  ①ヨハネの第一の手紙４章７～12節 

      ②ルカによる福音書８章22～25節 

特別賛美  倉冨亮太氏(violin)･山中惇史氏(piano) 

メッセージ 「愛は、死なない」坪井永城牧師 

      「待ち望む人は忍耐の人」石井 潤牧師 

献  金  聖歌５９６番      [献金当番：青木姉･寺澤千姉] 

祝  祷             

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  「見つめ続けます」 
                  

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日昼食後１時～、執事会を行います。（聖書の学びとヤンチャは来週へ） 

２．今週の祈り会は,①木曜は午前 10 時半～,②夜７時半～,メッセージは、 

坪井永城師（大和祈祷会映像）。③土曜日夜８時～、準備祈祷会（石井牧師）。 

３．木曜午後 2 時半～、上田市大手の石井兄姉宅にて家庭集会が行われます。 

４．来週の日曜礼拝では聖餐式。午後はタマキ姉によるバイブル・スタディ。 
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一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔３/５～/１２〕 

date 本日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
民数記 
３４-３６章 

申命記 
１・２章 

３・ 
４章 

５－ 
７章 

８－ 
１０章 

１１－ 
１３章 

１４－ 
１６章 

１７－ 
１９章 

新約 
マルコ１０ 
：３２－５２ 

１１：１ 
－１９ 

１１：２０ 
－３３ 

１２：１ 
－２７ 

１２：２８ 
－４４ 

１３：１ 
－１３ 

１３：１４ 
－３７ 

１４：１ 
－２５ 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

3/19(日):信徒懇談会 23(木):WOGA 集会 26(日):聖歌隊 

27(月):長野家庭集会 



 
 
 
 
 
  
｢わが魂よ、何ゆえうなだれるのか。何ゆえわたしのうちに思いみだれるのか。  

神を待ち望め。わたしはなおわが助け、わが神なる主をほめたたえるであろう。｣ 

                           詩篇42篇５節 
 
ユダヤ人の歴史は、「待ち望み」の歴史でした。しかし、いったんメシヤがやってくると、この

時とばかり、「主よ、ダビデの子よ、わたしをあわれんでください」と積極的にその愛を求めた

人々もいれば、その逆に、妬みと憎しみによって、そのメシヤを殺してしまった者たちもいまし

た。その瞬間的な応答によって歴史が造られていきました。 

今も、主を待ち望む時と、そして、この時とばかりに主に叫び求める時が与えられています。

「見よ、今が恵みの時。見よ、今が救いの日である。（２コリント６：２）」。 

本日の聖書箇所に御言葉の種がそれぞれの心にまかれたという状況が書かれています。

神様はイエス様という愛の御言葉をこの地上にまいてくださいました。その愛の種は今もまか

れ続けています。いつでもその御言葉に応答していくなら、忍耐して受け止め続けていくなら、

必ず、実を豊かに結んでいくようになると聖書は教えています。大事なことは、「決してあきら

めないこと」です。 

「『あなたの将来には希望がある』と主は言われる」という今年のメッセージは確実です。そ

う語られた主は、「昨日も今日もいつまでも変わることがない（ヘブル１３：８）」からです。 

しかし、最終的に私たちは自分自身を神に明け渡すことなしに栄光ある豊かな実を結ぶ

ことはできません。それは最終的なこの世での人生の死を迎える時に実感することです。 

ヘンリー・ナウエン師はある時、悪性腫瘍に悩まされている友人を見舞いました。その友

人は今まで多くの人々のために尽くすことを喜びとして生きてきましたが、もうこれ以上良い

働きをすることができない、こんな人生をどうやって肯定し、受け止めればよいか？と質問し

ました。そのときにヴァインストーンという人物の「待つことにおける成長」という書物を共に味

わうことを通して乗り越えることができたそうです。 

「イエス様が十字架にかかられた時、人々が異邦人にイエス様を引き渡されただけではな

く、神様ご自身も人々にひとりの愛子であるイエス様を引き渡されました。全能の神が敢え

て無力となって、自分の全存在を人間に明け渡されました。そして、後は人間たちそれぞれ

が自分の判断でイエスを主とするか、罪人として十字架で殺してしまうかということを完全に

委ねられました。待ち望むとは、最終的には受動的になること。悪性腫瘍で苦しみ悩み、

多くの人々の世話になることをもすべてありのまま受け入れることを通して、イエス様が通った

栄光ある明け渡しを私たちも経験することができるという世界が開かれるのです。」 

「待ち望む人は忍耐の人」 
～すべてを明け渡す人生・キリストの十字架～ 


